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現代口語ビルマ語の「の（だ）」
岡野賢二†

1 現代口語ビルマ語と日本語の「の（だ）」の類似性

(1) 現代口語ビルマ語*1*2の形式名詞 hà

a. t”û=hà

[3’]=ha

cf. t”û「彼（斜格形）」＜ t”ù「彼」

彼の（もの）

b. d̀ı=hà

この=ha

＞ dà

これ

これ

(2) 動詞文標識-tÈ《叙実法》／-mÈ《叙想法》と形式名詞-hàの融合→
::::::::
名詞化節

a. cănÒ

[1m]

wÈ=t
ˇ

È.
買う=vs.rls

/ wÈ=mÈ.
買う=vs.imp

私は買った。／買う。

b. cănÒ

[1m]

wÈ=t
ˇ

Ê=hà

買う=attr.rls=ha

/ wÈ=mÊ=hà

買う=attr.irr=ha

私が買ったもの／買うもの

c. cănÒ

[1m]

wÈ=t
ˇ

à

買う=nc.rls

/ wÈ=hmà

買う=nc.irr

私が買ったの／買うの

† 東京外国語大学総合国際学研究院 okanok@tufs.ac.jp
*1 ビルマ語の文体は主として話し言葉として用いられる口語ともっぱら書記のみに用いられ発話されること
が基本的にない文語とに分類される。両者の本質的な違いは助詞類や機能語が異なっていることである。
本発表で示す現象は口語のみに見られるもので，以下では単に「ビルマ語」と表記することにする。

*2 本発表における音声表記は次の通り。頭子音（阻害音）p-, ph-, b-; t-, th-, d-; k-, kh-, g-; c-[tC], ch-,

j-[dý]; s-, sh-, z-; t”-(d”-) （共鳴音）m-, hm-[m
˚

m]; n-, hn-[n
˚

n]; ñ-, hñ-[̊ññ]; N-, hN-[̊NN]; l-, hl-[l
˚

l];

y-, hy-[C]; w-, hw-[ûw]（その他）h-, P-, f-, r[R]：母音（単母音）-a[A], -i, -u, -e, -E, -O, -o;（二重母
音）-ai[-AI], -au[AU] -ei[-eI], -ou[oU];（軽声）-ă[-Ă]：末子音-P, -ð：声調（低平調）̀-（高平調）́-（下降
調）-̂。d”-は口語においてt”-の異音である。末子音-ðは前の母音（の後半）を鼻音化する。f-, r-は外来語
のみに現れる。頭子音の規則的な有声化は-

ˇ
で示す。なお引用文献の転写は本稿のものに全て直してある。
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(3) 〈限定節標識＋形式名詞〉と〈名詞化節〉の表す意味

a. mănêgâ

昨日

wÈ=t
ˇ

Ê=hà

買う=attr.rls=ha

昨日買ったもの／こと／*ひと／*ところ…

b. mănêgâ

昨日

wÈ=t
ˇ

à

買う=nc.rls

昨日買ったもの／こと／*ひと／*ところ…

c. mănêgâ

昨日

là=t
ˇ

Ê=hà

来る=attr.rls=ha

昨日来た*もの／こと／*ひと／*ところ…

d. mănêgâ

昨日

là=t
ˇ

à

来る=nc.rls

昨日来た*もの／こと／*ひと／*ところ…

• 名詞（属格形）や指示詞によって限定される形式名詞 hàはいずれも《こと》，《も

の》を表す。ただし〈限定節標識＋形式名詞〉の場合，《こと》となることは若干

容認度が落ちる場合があるようだ。

(4) a. thămı́ð

ご飯

cEP=tÈ.
炊ける=vs.rls

ご飯が炊けた。

b. cEP=tÊ

炊ける=attr.rls

thămı́ð

ご飯

yù=k
ˇ

hÊ=p
ˇ

à=ϕ.
取る=[移動]=[寧]=vs.imp

炊けたご飯を持ってきなさい。

c. cEP=tà

炊ける=nc.rls

yù=k
ˇ

hÊ=p
ˇ

à=ϕ.
取る=[移動]=[寧]=vs.imp

炊けたのを持ってきなさい。 （いずれも澤田 1992：p.32）

• 事柄；名詞化節は「主名詞のない関係節（headless relative/free relative）」である。

• 名詞化節内の対象の語；「述語の表す事象の参与者のうち、主題の役割を担う無生
物を指示する自由関係節」で，名詞化節内には必然的にギャップが生じる。（澤田

1992：p.34）

2 叙述法と叙想法

(5) 藪（1992：570）
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《叙述法》（abbr. rls）；ことがらを，事実として確定的に述べる．

《叙想法》（abbr. irr）；ことがらを，推測や意向として，つまり，不確定な

こととして述べる．

表 1 口語の法助詞

動詞文標識 限定節標識 名詞化節標識 接続形式

叙実法 =tÈ =tÊ =tà =t”ă=

叙想法 =mÈ =mÊ =hmà =mă=

（否定形式） =phú — — —

活写法 =p̀ı — ?(=p̀ı) —

(6) 動詞述語文…動詞文標識（vs.）による文

a. là=t
ˇ

È.
来る=vs.rls

来る／来た。 《習慣的》／《過去の一回の事象》

b. là=mÈ.
来る=vs.irr

来る (だろう)／来ただろう／来よう。 《推量》／《意志》

c. mă-là=p
ˇ

hú.
not-来る=vs.neg

来ない (だろう)／来なかった (だろう)。 〔上記の対立が中和〕

(7) 非動詞述語文…動詞文標識（vs.）によらない文

a. dà(=k
ˇ

â)
これ (=nom)

Pèiðhmàuð(=p
ˇ

à).
ヤモリ (=[寧])

これはヤモリだ。

b. dà(=k
ˇ

â)
これ (=nom)

Pèiðhmàuð

ヤモリ

mă-houP=phú.
not-そうである=vs.neg

これはヤモリではない。

(8) a. là=t
ˇ

à

来る=nc.rls

mă-houP=phú.
not-そうである=vs.neg

来なかった／来たのではない。
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b. là=hmà

来る=nc.irr

mă-houP=phú.
not-そうである=vs.neg

来ない／来るのではない。

• 動詞述語文では否定で《叙実法》と《叙想法》の対立が中和する。名詞化節の否定
により法を明示することが可能になる。

– ただし《叙実法》の場合は表す意味が少し異なる（後述）。

3 文の構成素（補文）としての名詞化節

3.1 主語項

(9) a. [t”ù

[3]

pyÓ=t
ˇ

à]
話す=nc.rls

káuð=t
ˇ

È.
良い=vs.rls

彼が話したこと／のは良かった。 《事柄》／《対象》

b. [t”ù

[3]

mă-pyÓ=t
ˇ

à]
not-話す=nc.rls

káuð=t
ˇ

È.
良い=vs.rls

彼が話さなかったこと／のは良かった。 《事柄》

c. [t”ù

[3]

pyÓ=hmà]
話す=nc.irr

káuð=t
ˇ

È.
良い=vs.rls

彼が話すこと／のは良かった。 《事柄》／《対象》

d. [t”ù

[3]

mă-pyÓ=hmà]
not-話す=nc.irr

káuð=t
ˇ

È.
良い=vs.rls

彼が話さないこと／のは良かった。 《事柄》

• 名詞化節が主語となる場合，述語は何らかの意味で判断を表す。
– 名詞化節が主語となり得る動詞の例

∗ káuð-「よい」，shÓ-「悪い」，lwÈ-「易しい」，khEP-「難しい」，myá-「多

い」，nÉ-「少ない」，t”̀ejà-「確かだ」 ...

• 《対象》を表す=hmà節が主語項になる場合，それが何であるのかを発話者はあら

かじめ知っていることが含意される。

• 否定の名詞化節が関係代名詞にならない（なりにくい）のは，生じ（てい）ないこ
とに対する判断を下すことが普通はできないからだと考えられる。
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3.2 目的語項

(10) a. cănò

[1m]

Păkhû

今

pyÓ=t
ˇ

à/=hmà=k
ˇ

ò

話す=nc.rls/=nc.irr=acc

t”̀ed”èchàjà

確実に

ná-thàuð=p
ˇ

à=ϕ.
聞く=[寧]=vs.imp

私が今話したこと／話すことをきちんと聞きなさい。

b. yè-kú=yâ=hmà=t
ˇ

hEP

泳ぐ=[不可避]=nc.irr=[比格]

phàuð

筏

śı=yâ=hmà=k
ˇ

ò

乗る=[不可避]nc.irr=acc

pò-cauP=tÈ.
余る-怖い=vs.rls

泳ぐことより
いかだ

筏に乗ることの方が、もっと怖い。 （大野 1984：p.176）

c. ... PăyébÒ-kÈzÈyé-PăkùPăñ̀ı=t
ˇ

wè

緊急-援助-協力=pl

pò=ṕı

余る=[並立節]

lò=PaP-nè=t”
ˇ

ét
ˇ

È

必要だ=[当為]-いる=[まだ]=vs.rls

shò=t
ˇ

à

言う=nc.rls

twê=t
ˇ

È=lô

会う=vs.rls=quot

d̀ı=PăphwÊ=yÊ

この=組織=gen

Păs̀ıỳıðgàðzà-t
ˇ

hÉ=hmà

報告書-～中=loc

phÒpyâ-thá=p
ˇ

à=t
ˇ

È.
記述する-おく=[寧]=vs.rls

...さらなる緊急援助が必要であるということが（見て）分かったと，この組織

の報告書の中に記述してありました。 （RFA 2007.7.3）

• 名詞化節が目的語項であるとき「ほとんどの場合、真実の事柄を表す」（澤田 1999：

p.29）

– 名詞化節が目的語項となる動詞の例（対格標識=kòが現れる場合の動詞）

∗ twê-「会う，見かける」，ĉı-「見る」，mỳıð-「見える（自発的）」，cá-「聞

こえる（自発的）」，t”̂ı-「知っている」，yòuð-「信じる」，khàðbýıð-「耐え

る」，seiP-shó-「怒る」，sóyèið「気にかける」（hmà節）

– 前が shò=t
ˇ

à=k
ˇ

ò「（と）いうことを」のケース

∗ mê(t”wá)-「忘れ（去）る」，d”ăd̂ı-yâ-「思い出す」，mé-「訊ねる」，pyÓ-「話

す」，（mỳıðtwê-「見る」）

3.3 その他

(11) a. t”ù

[3]

nàiðgàðjá

外国

mă-yauP=tà

not-至る=nc.rls

cà=p
ˇ

ı̀.
経つ=vs.inc

彼/彼女はしばらく外国へ行っていない。
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b. cămâ

[1f ]

myămà-zà

pln-文字

lêlà=t
ˇ

à

研究する=nc.rls

chauP-hniP=lauP

6-～年=約

hŷı=p
ˇ

ı̀.
ある=vs.inc

私は 6年ぐらいビルマ語を研究している。 （いずれも澤田 1999：p.29）

(12) a. t”ù

[3]

mănEPphàð

あした

màuðmàuð=nÊ

name=com

PălÈ-t”wá=hmà

遊び-行く=nc.irr

pyÒ=t
ˇ

È.
楽しむ=vs.rls

彼はあしたマウンマウンと遊びに行くので，楽しい。

b. t”ù

[3]

mănEPphàð

あした

màuðmàuð=nÊ

name=com

PălÈ-t”wá=hmà

遊び-行く=nc.irr

pyÒ=mÈ.
楽しむ=vs.irr

彼はあしたマウンマウンと遊びに行くので，楽しいだろう／～行ったら，楽し

いだろう。

c. t”ù

[3]

mănEPphàð

あした

màuðmàuð=nÊ

name=com

PălÈ-t”wá=ỳıð

遊び-行く=[仮定節]

pyÒ=mÈ.
楽しむ=vs.irr

彼はあしたマウンマウンと遊びに行ったら，楽しいだろう。

(13) 状況説明の tà節（澤田 1992）

a. hlè

小舟

hmà-thá=t
ˇ

à

注文する-おく=nc.rls

mă-là=t”
ˇ

é=lô.
not-来る=[まだ]=[理由節]

舟をたのんでおいたのが，まだ来ないので。 （Okell 1969：p.416）

b. thógẃıð-thó=t
ˇ

à

入墨-込む=nc.rls

ỳıywÈjEP

目的

hnă-chEP

2-点

hŷı=t
ˇ

È.
ある=vs.rls

入墨を入れる（のは）目的が二つある。 （大野 1986：p.217）

3.4 受け身文

(14) a. kòsó=k
ˇ

ò

name=acc

kòPé(=k
ˇ

à)
name(=nom)

yaiP(=laiP)=tÈ.
殴る (=[適時])=vs.rls

コーソーをコーエーが殴った。

b. kòsó=hà

name=top

(kòPê=)Pă-yaiP

(name’=)nmlz-殴る

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーは（コーエーに）殴られた。

c. kòsó=hà

name=top

(kòPé)
(name)

yaiP=tà

殴る=nc.rls

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーは（コーエーに）殴られた。

d. kòsó=hà

name=top

(kòPê=)yaiP=tà

(name’=)殴る=nc.rls

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーは（コーエーに）殴られた。 （いずれも岡野 2009：より）
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(15) 身体部位の受け身

a. kòsó=hà

name=acc

ch ı̀dauP-(Pă-)ńıð

足-(nmlz-)踏む

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーは足を踏まれた。

b. ??kòsó=hà

name=top

hlâhlâ=yÊ=

name=gen=

ch ı̀dauP-Pă-ńıð

足-nmlz-踏む

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーはフラフラに足を踏まれた。

c. kòsó=hà

name=top

hlâhlâ

name

ch ı̀dauP

足

ńıð=t
ˇ

à

踏む=nc.rls

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

コーソーはフラフラに足を踏まれた。

d. kòsó=hà

name=top

hlâhlâ=yÊ=

name=gen=

ch ı̀dauP

足

ńıð=t
ˇ

à

踏む=nc.rls

khàð(=laiP)=yâ=t
ˇ

È.
受ける (=[適時])=[不可避]=vs.rls

（同上） （いずれも岡野 2009：より）

• 能動文 (14)aは「殴った」結果を含意しないが，受け身文 (14)b～dは結果を含意

する，すなわち tà名詞化節は真となる。

• 受け身文の tà名詞化節は，その他の tà名詞化節と異なり，主語項が属格標示で現

れることがある。このとき，(15)dのように属格句が動詞＋ tàに隣接していない場

合も容認される。

4 「のだ」文

• 名詞化節が述語となる文。
– 「名詞化節が単独で文として用いられたもの」「先に話された文や、眼前の出

来事・状況に対して、理由や背景説明などを付け加える」「日本語に訳す際は、

「…のだ etc.」「…んだ etc.」とすれば間違いない」（澤田 1998：p.30）

– 「tÈの”名詞化形”（9課）tàを文末に置くと，日本語の「～のです」「～のだ」

に近い意味になります。」（加藤 1998：p.88）

– 「日本語のいわゆる「～のだ」文にあたる」（岡野 2007：p.128）

• 熊谷（2009：p.41）

– 新情報：「主題」が現れない文では、文全体が、「主題」が現れる文では、主題

を除く部分 (題述) が「新情報」となる。／「主題」、「題述」をあらわすもの

として、主語につける副助詞の-hà、-shòt
ˇ

àがある。／文末に強調を表す後置詞

-pÉが現われる傾向がある。
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– 焦点：V-tà/V-hmà以外に「新情報」が含まれる。／文末以外に強調を表す後

置詞-pÉが現われる傾向がある。

– 帰結：「先行する発話内容に対する帰結」を表す。／「必要条件」を表す接続助

詞-hmâ、「仮定・条件」を表す接続助詞-ỳıð、「理由」を表す接続詞 dàjâuðが

現れる傾向がある。

※ ただし談話の初めには現れにくい傾向があり，単に「新情報」とするだけでは不十

分か。（修辞法として談話の先頭に現れることがあるが，この場合は本来「先行す

る発話内容」が直後に現れることが強く期待される）

※ 後置詞-pÉが現れる位置に焦点がある，と考えられないか。帰結の場合も文末に-pÉ

が現れることがある。

(16) 新情報

a. nàiðgàðjá=k
ˇ

â=seiPpỳıðñà-hỳıð=t
ˇ

wê=yÊ

外国=abl=心理学者=pl=gen

Păshò=Păyâ=k
ˇ

ât
ˇ

Ô

見解=[基づき]=[対比]

yauPcá-lé=nÊ

男-dim=com

méiðgălé=yÊ

女の子=gen

PăpyàðPăhlàð-seiPẁıðzáhmû=hà

交互-興味を持つこと=top

t”̂ıdâsâ-PăywÈ=k
ˇ

â

物心つく年頃=abl

sâ=t
ˇ

È=lô

始まる=vs.rls=quot

pyÓ=c
ˇ

â=t
ˇ

à=p
ˇ

É.
話す=pl=nc.rls=[強調]

海外の心理学者たちの見解に基づけば，男の子と女の子が互いに興味を持ち始

めるのは，物心つき始める頃であると言われる。 （熊谷 2009：p.27）

b. lù

人

shò=t
ˇ

à

云う=nc.rls

t
ˇ

ăs
ˇ

òuðtăPú=k
ˇ

ò

誰か=acc

d̀ı=lò-PăcáuðPăcó=nÊ

この=ess-因果=instr

hýıðpyâ=yâ=hmà.
説明する=[不可避]=nc.irr

人というものは，誰かに対してこういった因果で説明しなければならないの

だ。 （ibid：p.28）

c. ṔıðgăleiP=kâ

イギリス=nom

luPlaPyé

独立

mă-pé=hnàið=p
ˇ

hú

not-与える=[可能性]=vs.neg

shò=t
ˇ

à

云う=nc.rls

dăgÈ

本当

pyÓ=t
ˇ

à,
話す=nc.rls

Păhmàð

真実

pyÓ=t
ˇ

à.
話す=nc.rls

jăpàð=k
ˇ

â

日本=nom

luPlaPyé

独立

pé=mÈ

与える=vs.irr

shò=t
ˇ

à

云う=nc.rls

Pălăgá

只

pyÓ=t
ˇ

à.
話す=nc.rls

イギリスが独立を与えられない，というのは本当のことを言ったのだ，真実を

言ったのだ。日本が独立を与えるというのは，でまかせを言ったのだ。（ウェブ

サイト http://shweamyutay.com/）
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d. PăhouP=kò

本当=[強調]

thouP=pyiP=thà,
出す=思い切り]=nc.rls

mă-t”̂ı=p
ˇ

hú=lá.
not-知る=vs.neg=q

本当に追い出したんだ，知らないのか？ （Okell 1969：p.425）

(17) 焦点

a. Pătò=p
ˇ

É

かなり=[強調]

kùñ̀ı=p
ˇ

à=ϕ

協力する=[寧]=vs.imp

hỳıð,
[寧]

cămâ=yÊ

[1f ]=gen

mwénê-yădăyà=PătwEP*3

誕生日-厄払い=[～ため]

d̀ı=tă-khû=p
ˇ

É

この=1-clf

càð=t
ˇ

Ê=t
ˇ

à.
残る=[もう]=nc.rls

ちょうどよかった，手伝ってよ。私の誕生日の厄除けのために，この一つ (の

作業)だけ残っているの。 （熊谷 2007：p.29）

b. d̀ı

ここ

pyàð-yauP=hmâ=hmâ

返る-至る=[必要条件]=[強調]

sá=yâ=hmà.
食べる=[不可避]=nc.irr

ここに帰って来てはじめて，食べられる。 （Okell 1969：p.356）

(18) 帰結

a. t”ăthé=k
ˇ

â

社長=nom

lâgâ

月給

thouP-pé=ỳıð

出す-与える=[仮定節]

Pálóuð

すべて

cènaP-t”wá=hmà=p
ˇ

hÉ.
満足する-行く=nc.irr=[強調]

社長が月給を支払えば，みんな納得するのだ。

b. dàjâuð

だから

cănÒ

[1m]

sÓzÓ

早く

pyàð-là=k
ˇ

hÊ=yà=t
ˇ

à.
返る-来る=[移動]=[不可避]=nc.rls

だから，私は早々に帰ってこなければならなかったのだ。

(19) 否定の焦点《叙実法》

a. cănÒ/khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/mănêgâ

[1m]/[2m]=acc/だから/昨日

pyÓ=t
ˇ

à

話す=nc.rls

mă-houP=phú.
not-そうである=vs.neg

私が／あなたに／だから／昨日，話したのではない。

b. cănÒ/khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/mănêgâ

[1m]/[2m]=acc/だから/昨日

mă-pyÓ=p
ˇ

hú.
not-話す=vs.neg

私が／あなたに／だから／昨日，話さなかった。

c. ?cănÒ/?khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/?mănêgâ

[1m]/[2m]=acc/だから/昨日

mă-pyÓ=t
ˇ

à.
not-話す=nc.rls

?私が／?あなたに／だから／?昨日，話さなかったのだ。

(20) 否定の焦点《叙想法》

*3 熊谷の原文では yâdâ「厄除け」としているが yădăyàの誤りではないかと思われる。
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a. cănÒ/khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/mănEPphàð

[1m]/[2m]=acc/だから/あした

pyÓ=hmà

話す=nc.irr

mă-houP=phú.
not-そうである=vs.neg

私が／あなたに／だから／あした，話さない／話すはずがない。※否定の焦点が

《叙実法》の場合と一致しない？

b. cănÒ/khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/mănEPphàð

[1m]/[2m]=acc/だから/あした

mă-pyÓ=p
ˇ

hú.
not-話す=vs.neg

私が／あなたに／だから／あした，話さない。

c. * cănÒ/khămyá=k
ˇ

ò/dàjàuð/mănEPphàð

[1m]/[2m]=acc/だから/あした

mă-pyÓ=t
ˇ

à.
not-話す=nc.rls

（私が／あなたに／だから／あした，話さないのだ。）

d. t”ù

[3]

mă-pà=hmâ

not-含む=[必要条件]

cănÒ

[1m]

t”wá-mă-tàið=hmà.
行く-not-相談する=nc.irr

彼/彼女が入らないのなら，私は訴えに行かない。

(21) a. dà=k
ˇ

â

this=nom

cănÒ

[1m]

măhniP=kâ

last.year=past

tòcò=hmà

pln=loc

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à(=p
ˇ

à).
buy=[過去]=nc.rls(=[寧])

これは／が，私が昨年東京で買ってきたものだ。 （もの）

b. dà=k
ˇ

ò

this=acc

cănÒ

[1m]

măhniP=kâ

last=past

tòcò=hmà

pln=loc

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à(=p
ˇ

à).
buy=[過去]=nc.rls(=[寧])

これを私が昨年東京で買ってきたのだ。 （こと）（岡野 2009：p.13）

(22) cănÒ=k
ˇ

ât
ˇ

Ô

[1m]=[対比]

mănêgâ

昨日

t”ù

[3]

mă-là=lô

not-来る=quot

Păcàj́ı

長い間

sâuð-nè=yâ=t
ˇ

à.
待つ-いる=[不可避]=nc.rls

私はというと，昨日彼／彼女が来なかったので長時間待っていたのだ。

5 焦点後置文（擬似分裂文）

(23) a. cănÒ

[1m]

măhniP=kâ

昨年=past

tòcò=hmà

pln=loc

dà

this

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

È.
buy=[移動]=vs.rls

私は昨年東京でこれを買ってきた。

b. [{cănÒ}
{[[1m]}

măhniP=kâ

昨年=past

tòcò=hmà

pln=loc

dà

this

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à]
買う=[移動]=nc.rls]

măhniP=kâ(=p
ˇ

à).
昨年=past(=[寧]).

昨年東京でこれを買ってきたのは，私だ。 （cănÒ「私」が焦点）
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c. [cănÒ

[[1m]

{măhniP=kâ}
{昨年=past}

tòcò=hmà

pln=loc

dà

これ

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à]
buy=[移動]=nc.rls]

măhniP=kâ(=p
ˇ

à).
昨年=past(=[寧]).

私が東京でこれを買ってきたのは，昨年だ。（măhniP=kâ「昨年（に）」が焦点）

d. [cănÒ

[[1m]

măhniP=kâ

昨年=past

{tòcò=hmà}
{pln=loc}

dà

これ

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à]
買う=[移動]=nc.rls]

tòcò=hmà(=p
ˇ

à).
昨年=past(=[寧]).

私が昨年これを買ってきたのは，東京（で）だ。（tòcò=hmà「東京（で）」が焦

点）（以上，岡野 2009：p.12）

• 焦点後置文では前提の事柄が tà名詞化節で表されて非動詞述語文の主題として提

示され，焦点の句は名詞化節から「取り出されて」文全体の述語として現れる。

• 前提の事柄を表す tà名詞化節は常に真。

• 焦点後置文における tà名詞化節は《対象》を表す headless relativeではあり得な

い（b.，c.，d.参照）。

(24) 単なる倒置？

a. màuðmàuð

name

nauP-câ=t
ˇ

à

遅れる=nc.rls

sEPbéið

自転車

pyEP=lô=t
ˇ

Ê.
壊れる=[理由]=[伝聞]

マウンマウンが遅れたのは自転車が壊れたからだって。（澤田 1998：p.30・改）

b. màuðmàuð

name

sEPbéið

自転車

pyEP=lô

壊れる=[理由]

nauP-câ=t
ˇ

à=t
ˇ

Ê.
遅れる=nc.rls=[伝聞]

マウンマウンは自転車が壊れたから遅れたんだって。

(25) a. dà=k
ˇ

â

this=nom

cănÒ

[1m]

măhniP=kâ

last.year=past

tòcò=hmà

pln=loc

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à(=p
ˇ

à).
buy=[過去]=nc.rls(=[寧])

これは／が，私が昨年東京で買ってきたものだ。 （もの）

b. dà=k
ˇ

ò

this=acc

cănÒ

[1m]

măhniP=kâ

last=past

tòcò=hmà

pln=loc

wÈ=k
ˇ

hÊ=t
ˇ

à(=p
ˇ

à).
buy=[過去]=nc.rls(=[寧])

これを私が昨年東京で買ってきたのだ。 （こと）（岡野 2009：p.13）

6 従属節の要素としての名詞化節

(26) câuð《原因・理由》

a. dăgÈ=lô

本当=quot

p̀ıðbáð=hlâ=t
ˇ

à=c
ˇ

âuð

疲れる=[甚だしさ]=nc.rls=[原因]

th ı́phù=k
ˇ

â

name=nom

myEPŝı

目

hmeiP=ṕı

目を閉じる=[並立]
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pEPlEP

仰向け

PeiP-nè=t
ˇ

à

寝る-居る=nc.rls

phyiP=tÈ.
繋辞=vs.rls

本当にくたくただったので，ティープーは目を閉じて，仰向けになって寝てい

たのである。 （『カヤーの民話』p.94）

b. kauP-caiP-ch ı́ð=hmà

田植え=loc

thămèið-PauP-ná

巻きスカート-～下-～近く

hyûð

泥

pè=hmà=c
ˇ

âuð

汚れる=nc.irr=[原因]

taP=hnàið=t”
ˇ

ă=lauP

できる=[可能性]=attr.rls=[程度]

khaPtòdò

短く

wuP=câ=t
ˇ

È.
着る=pl=vs.rls

田植えではタメインの下のあたりが泥で汚れるだろうから，みなできるだけ短

く穿いた。 （『乙女』p.107）

(27) mô(lô)《理由》

a. laiP=tÊ=Păkhà

従う=attr.rls=時

sh ı̀ðbyù=k
ˇ

â

白象=nom

myàðmyàð-c
ˇ

ı́

速く-aug

t”wá=t
ˇ

à=mô

行く=nc.rls=[理由]

d̀ı=méiðmâ=k
ˇ

â

この=女=nom

mă-hmı̀=p
ˇ

hú.
not-間に合う=vs.neg

後を追った時，白象があまりに速く行ったので，この女は追いつけなかった。

（『カヤーの民話』p.17）

b. cănÒ

[1m]

khălé

子ども

cáuð

学校

pô=yâ=hmà=mô

送る=[不可避]=nc.irr=[理由]

d̀ınê

今日

yóuð

職場

nÉnÉ

少し

nauP-câ=mÈ,
遅れる=vs.irr

khămyà.
[寧]

私，子どもを学校に送っていかなければならないので，今日は職場に行くのが

少し遅れます。 （岡野 2007：62）

(28) câuð《原因・理由》と mô(lô)《理由》の違い

a. cămâ

[1f ]

yauPcá=c
ˇ

âuð

夫=[原因]

tÒdÒ

かなり

douPkhâ-yauP=tÈ.
災難に遭う=vs.rls

私は夫のせいでかなり酷い目にあった。

b. *cămâ

[1f ]

yauPcá=mô

夫=[理由]

tÒdÒ

かなり

douPkhâ-yauP=tÈ.
災難に遭う=vs.rls

（私は夫なので，かなり酷い目にあった。）
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c. cămâ

[1f ]

bămàmâ=c
ˇ

âuð

ビルマ女性=[原因]

shéleiP

葉巻

mă-t”auP=phú.
not-飲む=vs.neg

?私はビルマ女性のせいで，たばこを吸わない。

b. cămâ

[1f ]

bămàmâ=mô

ビルマ女性=[理由]

shéleiP

葉巻

mă-t”auP=phú.
not-飲む=vs.neg

私はビルマ女性なので，たばこを吸わない。

• câuð《原因・理由》は名詞のみ，mô(lô)《理由》は命題内容を取る

• 名詞化節の後ろに câuð《原因・理由》や mô(lô)《理由》が現れる際の違いについ

ては，今のところ不明。

– （大野 1983：p.181-2）「=tà=nÊ”“=tà=c
ˇ

âuð”「=lô同様，理由＜～だから＞，

または原因＜～なので＞を示す助詞。=tà=nÊ =tà=c
ˇ

âuðの=tàは，終助詞=tÈの

名詞形である。」

(29) =nÊ《具格》

a. Păt”àð

音

cá=yâ=t
ˇ

à=nÊ

聞こえる=[不可避]=nc.rls=instr

nauP=kò

後ろ=all

hlÊ-c̀ı=laiP=tÈ.
振り向く-見る=[決然]=vs.rls

声が聞こえたので，後を振り向いてみた。 （大野 1983：181）

b. （V=hmà=nÊの例はなし）

cf. Păt”àð

音

cá=yâ=t
ˇ

à=nÊ

聞こえる=[不可避]=nc.rls=instr

dăbyàiðdÉ

同時に

nauP=kò

後ろ=all

hlÊ-c̀ı=laiP=tÈ.
振り向く-見る=[決然]=vs.rls

声が聞こえたと同時に，後を振り向いてみた。

• =nÊ《具格》は tà名詞化節を標示するとき，理由を表す。通常は「名詞化節の事柄

が起きた直後」というニュアンスを持つ。

• 《理由》の意味で hmà名詞化節を=nÊ《具格》が標示しないのは？

7 まとめ
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略号等

本稿で用いた略号等は以下の通り。

abl：奪格（ablative），abs：絶対格（absolutive），acc：対格（accusative），all：

向格（allative），attr.：限定節標識（attributive clause marker），aug：指大辞

（augmentative），caus：理由 (格)（causative (case)），clf：類別詞（classifiter），

com：共格（commitative），comp：比格（comparative），cop：繋辞動詞（copular

verb），dim：指小辞（diminutive），dep：代理 (格)（deputation (case)），ess：

様態格（essive），excl：除外 (格)（exclusive (case)），fut：未来時 (格)（future

time (case)），gen：属格（genitive），imp：要求 (法)（imperative (mood)），inc：

生起 (法)（inchoative (mood)），ins：具格（instrumental），irr：叙想法（irrealis

(mood)），loc：所格（locative），name：固有名，nc.：名詞化節標識（noun clause

marker），neg：否定 (法)（negative (mood)），nom：主格（nominative），not：

否定辞（negative marker）onm：オノマトペ（onomatopoeia），past：過去時

(格)（past time (case)），[寧]：丁寧（politeness），poss：所有者 (格)（possessor

(case)），purp：目的 (格)（purposive (case)），q：疑問助詞（question particle），

quot：引用標識（quotation marker），rls：叙述法（realis (mood)），ter：到格

（terminative），top：話題標識（topic marker），vs.：動詞文標識（verb sentence

marker），pl：複数接辞（plural affix），[1]：自称詞，[1f]：自称詞（女性用語），

[1m]：自称詞（男性用語），[2f]：対称詞（女性用語），[2m]：対称詞（女性用語），

[3]：他称詞．

このほか [mother]，[teacher]等の表記は，それが特定の人物を指す語であること

を示す．この角括弧［］の中にプライム（’）が付加されているのは，末尾音節が下

降調（-̂）に変化した形式を示す（e.g. [1m’]，[teacher’]など）．また文法的な語彙

についても角括弧に入れて示してある（e.g. [可能性]，[仮定節]など）。
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